
 

 

 

 

 

① 授業改善：課題と交流活動とまとめが一体化した「分かる授業」の徹底 

② 補充学習：「チャレンジタイム（朝）」「真坂っ子タイム（放課後）」の実

施内容の明確化と完全実施 

③ 家庭学習：授業と連動した家庭学習課題と個に応じた対応 

 

 

①  指導方法や指導形態の工夫 

○焦点化された「課題」と課題を解決する「交流活動」と評価規準に基づいた「まとめ」が一

体化した『分かる授業』【真坂スタンダード】を定着させ、さらに深化させる。 

・１学期：全員が互見授業を行い、【真坂スタンダード】の定着を図る。 

・２学期：授業内容に応じ「課題設定」「交流活動」「まとめ・練習」のそれぞれの設定時間を

柔軟に変えていく授業を校内研究に位置付け、【真坂スタンダード】の深化を図る。 

②  学力向上に向けた具体的取組の提示 

・教務主任から「本校の課題（学力面）」と「具体的な取組方法」を提示する。 

③  課題解決に向かう「学習意欲」の向上と「思考力・判断力・表現力」の育成 

・学力テストや単元末テストの活用問題等を利用し、友だちと協力しながら課題に挑戦する「交

流活動」が位置付いた授業を実施する。 

・異学年や他校と、学習場面での交流を行う。 

④ 補充学習の実施内容の明確化 

 ・「チャレンジタイム（朝）」→ 知識・技能定着のためのドリル実施 

 ・「真坂っ子タイム（放課後）」→ 授業の確認問題や単元テスト等の再テスト実施 

（※間違いをそのままにしない取り組み） 

中津市立 真坂小学校 
学力向上プランの概要 

効果のある取組事例 

【別紙様式】 



「真坂スタンダード」 ～真坂小のめざす「学び合い」とは～ 

◎真坂小のめざす「学び合い」は、単に「かかわり合いのある授業」や「話し合いのある授業」ではな

い。「課題」と「学習（交流）」と「まとめ」が一体化した『分かる授業』である。（※「かかわり合い」

や「話し合い」は目的ではなく手立てである） 

 

          

◎子どもたちにとって、やりがいがある課題   学ぶ必然性を生み出す課題 

◎シンプルで手立てが精選され明確化された課題  「△△を使って」「○字以内で」等 

【知識・技能を定着させる場合の課題】 

○その教科・単元の指導事項が焦点化された課題   単元末の評価テスト問題を利用 

【思考力・判断力・表現力（活用力）を伸ばす場合の課題】 

○友だちと協力すれば達成できそうな課題   学力テスト活用（B）問題を利用 

 

 

 

○学習の見通し（この時間の終わりにはどうなっていてほしいか）・課題達成までの 

手順・条件（時間等）・達成の確認方法を提示 

       ※子どもたちが授業終わりの様子を具体的に想像できるか。 

       ※途中で方向転換するような指導や別の考えに持って行くような資料条件の提示は 

混乱を招く。 

 

 

 

○全員が友だちと交流しながら協力して課題を解決する。 

※形態は、ペアやグループの話し合いから始めてもよいし、自由に交流しても良い。 

他のグループへの交流も認めていく。 

       ※グループ毎のまとめはしない。グループはあくまで個人の課題解決の手助けとする。 

 

 

 

○「課題」の達成状況（本当に分かったか）を、事前に提示した方法に沿って確認し、 

 まとめる。 

【「まとめ」の例】・子ども何人かを指名し、それをもとに教師がまとめる。 

         ・類似問題プリントをさせ、確認する。 

          ・子どもたちに「まとめ」を考えさせる。 

※「課題」に対応した「まとめ」になっているか。（フィードバック） 

            

課題の設定 

学習（交流）活動 

まとめ(確認・評価） 
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手順（見通し）の提示 

【真坂スタンダード】を支えるもの  

① 板書計画の作成  ② 授業の足跡がわかる、学年の発達段階に応じたノートづくり 

コミュニケーション能力向上の場 言語活動

共感的人間関係を育む場 仲間づくり 
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５年 算数科学習指導案 

平成２８年○月○日 △校時 
指導者 □□ □□ 

１ 題目  時計の針が動く角度を考えて、時計の問題を解き、説明できるようになろう。 

２ 主眼  時計の長い針と短い針が回転する角度の問題を、長い針は１時間で 360°、30 分では 180°回

転し、短い針は 1 時間に 30°回転することをもとにして考え、説明することができる。 
３ 展開 

過程 学習活動 時 指導・支援上の留意点 視点・評価 
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１ めあて・問題から、

題意をとらえる。 
 
 
 
２ 課題と解決までの

手順を知る。 
 
 
 
３ 友だちと交流し、
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○時計の長い針・短い針の回転した角度について考えて

いくことを確認する。 
 
 
 
○全員で課題を解決していくこと、課題達成までの手順

を告げ、友だちと意見を交流させる。 
・交流する時間（15 分間）を知らせる。 
・本当に分かったか確認するため、学習の最後に確認問

題を行うことを知らせておく。 
〈予想される子どもたちの反応〉 
 
 
・自分の考えを友だちと交流させていく中で、長い針は

１時間で 360°、30 分では 180°、短い針は 1 時間に

30°回転することに気づかせる。 
・スッキリボードを 2 段階用意し、自分の名票を移動さ

せることで、課題を解決できた意思表示をさせる。 
・課題を解決できたら、まだ解決できていない友だちの

解決の手助けに行かせる。 
○全員が課題を解決できたら、時計の針の回転する角度

について全体で確認し、まとめる。 

・数人を指名・発表させ、まとめる。 

 

 

 

 
○角の大きさに関する基本問題を解かせ、角度の基本が

できているか確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

視点 

・自分の考えを

相手に伝えた

り、友だちの考

えを聞いたりし

て、学び合うこ

とができたか。 

 

 

 

評価 

・長い針は１時

間で 360°、30
分では 180°、

短い針は 1 時間

に30°回転する

ことをもとにし

て考えることが

できる。 
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【問題】午前 8 時から午後 5 時 30 分までの間の時計の針についての問題です。 
①長い針は、何度回転しましたか。 ②短い針は、何度回転しましたか。 

答えとそのわけを言葉や式を使って書きましょう。 

① 長い針 30 分は何度なのかな。 
② 短い針の 1 時間は何度なのかな。 

【課題】時計の長い針と短い針の回転した角度を求める問題では、何をもとにして考

えればよいのかな。 

【めあて】 時計の針が動く角度について考えよう。 

【まとめ】時計の長い針と短い針の回転した角度を求める問題では、長い針は１時間

で 360°、30 分では 180°、短い針は 1 時間に 30°回転することをもとにして考

えればよい。 


